陸機の文賦と「文学」の自立 by 渡邉 義浩 & WATANABE Yoshihiro
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け ら れ て い る。
「美刺」
説に代表され る
儒教的文学
観から「文学」そのものの価値
(22) 
の自立を
宣言した、
と位
置づ
けるに相応しい「文章効
用」
論であると言え
よう。
曹操に
よる「文学
」の
宣揚
と、
玩籍・
愁康
に
よる玄学の
導入に
よって、
「文学」
に対
する
儒教の
規制
力が
弱まって
いたこと、
それが文賦を
儒教的な「文学」観から
離れた、
玄 学
を典
拠とす
るものにした。
もちろん、
その内
的契
機に
は、「文 」そのものの発
展がある。
曹不一
が
『 典
論』
論文
篇に
展測
した
八種
の文体論に比べて、
有韻
の序
列が高い文
賦の文体論は、
文学
ジャ
ン
ルの広がりだけではなく、
沈約
へと継承されていく
四声
の
諧利
を詩
作に
導入
する詩法への
注目を示
す。
また、
詩の作成方法に内
的に
踏み込んでいく
文賦の文学
創作の
方法
論は、
『 毛
詩』
大序の「
詩言志」
に
基づく原初的
生成論の
超克
を示す。
「縁情
」に
基づ
く抒
情
詩の
創作
方法が
音律
に注目しながら、
具体的に
提示さ
れた
のである。
すなわち、
陸機の「
言志」から「縁情」へとい
う詩 生成論の
展開は、
詩が
叙事
から
抒情へと表
現の重点
を移すべきことの
宣言である。
そして、
陸機が
儒教の
規制
を受ける政治
的な立
場から自
由であったことは、「文学」の
効用
を高らかに
宣言させる
おわりに
ことになった。
皇帝の
曹
不一・諸侯王の
曹植
が立言の不
朽
を
説きながらも、
その
上に立
徳·立
功
を置
かざ
るを
得なかっ
た僑
教の
制約
を、
陸機は受けていないのである
。
ここに
「詩」
は、
政治
を賛
美
または批判することを目
的とした「
美
刺」説に
基づく文学
効用論を
離れ、「
詩」
そのものの中に
「衆
理」を
求め
るものへと
昇華
していく。
すなわち、
陸機
の「
美刺
」から「衆
理」
へという「文学」
の効
用論の
展
開
は、
現実政治の批判から、
「理」の表
現として「文学」
自
身の
価値
を自立させる
宣言なのである。
こうした自立を宣言された「文学」は、
『陳
書』
巻―
―-
+
四文
学
伝論に、
「夫れ
文學
なる者は、
蓋し人
倫の
基づく
所
か。
是を以て君子は衆庶
と異なる
（夫文
學
者、
蓋人
倫
之所
基款
。
是以君子異
乎衆庶
）」
と述べられる
ような、
それに
よって人
格
を定
め
られるものとされ、
科挙の
進士
科
の如
き
規定力を
持つに至る道を
歩み
始めるのである。
注
(l)
渡追義浩
「三
国時
代における
「文学」
の政
治的宣
揚
ー六朝
貴族制形成史
の視
点か
ら」
（『
東洋史
研究』
五四
ー三、
一九
九五
年、
『三
国政権
の構造と
「名
士」』
汲古書院
、
二0
0四
年に所
収）
＾ )
(23) 
(2)
青木
正児
『支
那文学思想史
』
（岩波書店、
一九
四三年
、
『青
木正
児全集』
第一
巻
、
春秋社、
一
九六九年
に
所収）
。
(3)
渡邊義浩
「曹不
の
『典論』
と政
治規範」
（『三
国志研究』
四‘
―1
00九
年）
。
(4)
渡邊義浩
「経
国と
文章ー建安
における
文学
の自
覚
(-
)」
（『林
田惧之助博士傘寿記念
三国
志論集』
――
一国
志
学会
、
―1
0―
二年
）。
(5)
興膳宏
「中
国における
文学理論
の誕
生と発
展」
（『
中国文学
理論
の展
開』
消文堂、
―1
0
0八
年）
。
この
ほか、
郭紹虞
『中国
古典文学 批
評史』
（人民文学出版社、
一九
五九
年）
は、
陸
機の
文
賦を形
式主義理論
の創
始と評し
ている
。
(6)
竹中面
以玄寛、
頗情志
於剰塙 ゜
遵四
時以歎逝
、
嗚萬
物而思
゜
紛。
悲落葉於勁秋
、
喜柔條
於芳春。
心懐
懐以懐霜、
志砂砂而
00 
臨雲。
詠世徳之駿烈
、
誦先人之消芥
゜滸
文 剖
之林
府、
嘉 園 藻
00 
之彬彬
゜
慨投篇
而援筆、
柳宣之
乎斯文
（『
文選』
巻十七
論文
陸士衡
文賦）
。
なお
、
平声
の韻
字に0
、
仄声
の韻
字に●を附
した。
また、
劉運好
（校注）
『陸土衡文集校注』
（鳳凰出版社、
―1
0
0七年
）
を参照した。
(7)
高橋利巳
「陸機
の伝記と
そ
の文学
（下）
」
（『
中国
文学報』
―二
、一
九六0年
、
『高橋利
巳全集
』
一五
中国文学
論一
、
河
出
書房新社、
一九
七七年に
所収）
は、
典籍
と共に情
志
の養
成に
求められ
る自然は、
あくまで
宇宙的規
模のもの
でなければな
らなか
った
、
とす
る。
(8)
陸機が中原貴族
の蔑
視の
中で生きた
こと
、
およ
び陸
機の孫
呉興亡論
である
「雛亡論」
の特徴に
つい
ては
、
渡退義浩
「陸
機の君
主観と
「弔魏武帝文」
」
（『
漢学会誌』
四九
‘―
-0
10
年、
『西晋
「儒教
国家」
と貴
族制』
汲古書院、
二0
10
年に
所収）
を参照
。
(9)
林田惧之助
「魏晉南朝文学
に占め
る張
華の
座
標」
（『
日本中
国学会報』
一七
、一
九六五年、
『中国中世文学評論史』
創文社、
一九
七九年に
所収）
を参照。
(10)
買謡
の二
十四友に
つい
ては、
福原啓郎
「買謹
の
「二十四
友」
に所属す
る人
士
に関
するデータ
」
（『
京都外国語大学研
究論叢』
七0
、
二0
0八
年
）、
「買謹
の二
十四友
をめぐ
る二三
の問
題」
（『
六朝学術学
会報』
一0
‘―
10
0九
年）
を、
張華
の交
友関係に
つい
ては
、
佐藤利行
『西晋文学
研究ーー陸機
を中
心として
』
（白帝社、
一九
九五年
）
を参照
。
(11)
『晋書』
巻―
――十
六
張華伝
に、
「初
め未だ名を知
られ
ざりしに
、
鵜鶉
の賦を
著し
て以
て自ら寄す。
……陳
留の
玩
籍
之を見て歎
じて
日く
、
『玉
佐の
オなり
』
と。
是れ由
り声名始め
て著は
る
（初未知名、
著鵜鵜賦以自寄。
……
陳
留玩
籍見之歎日、
主佐之
才也。
由是声
名始著）
」
とある
。
一方
、
『文選』
李善注
に引く
戚榮緒
『晋書』
は、
「鵜鶉
の賦
」
の制
作年代を
張華が
中書郎
で
あっ
た時とす
るが、
そうであれ
ば、
玩籍は
すで
に死
去し
てい
る。
それでも
、
玩籍
の
父玩璃が
司空
軍謀祭
酒であ
っ
た時
、
張
華の
義父劉
放は司
空軍
事であり
、
張華
と玩
籍を結
ぶ縁は
ある
、
と注
（九）
所掲林田論
文は
いう
。
(12)
陳正譲
、
一海
知義
（訳）
「陸機
の生涯と文
賦制作
の正
確な年
(24) 
代」
（『
中国
文学報』
八、
一
九五
八年）
を参照
。
この
ほか
、
姜亮
夫『
陸平
原年譜』
（上海古典文学出版社、
一九
五七年
）
ほか
、
文賦
の制
作年
代に関す
る議論は
多いが
、
姜剣云
『太康文学研
究』
（中華書局、
―1
0
0三年
）
は、
永康元
（三
0
0)
年春
の制
作であると
述べ
て
いる
。
(13)
牧角悦子
「経
国と
文章
ー建
安におけ
る文学
の自
覚
（二）」
（『林
田慎之助博士傘寿記念
三国
志論集』
――
一国
志
学会
、
―1
0―
二年
）
は、
賦と
いう
文体は、
こ
の時期
物を書く人間に
とって
、
自己
の才
能を世に
示す手
段とし
て最も多く活
用され
た、
と述べ
ている
。
(14)
小尾郊
一
「陸機
の文
賦の
意因
するも
の
」
（『
広島大学文学部
紀要』
二八
ー一
、一
九六
八年）
。
(15)
オ性論と
玄学、
さらには
人物評
価と
の関
係に
つい
ては
、
渡
追義浩
「「
史」
の自
立魏ー晉
期における
別伝
の盛行を中
心とし
て」
（『
史学雑誌』
一―
ニー四
‘
―1
0
01―一年
、
『三
国政権
の構造
と「
名士」
』
前掲に
所収）
を参照
。
(16)
林田
慎之助
「『
典論』
論文と
「文賦」
」
（『
九州大学文学部紀
要』
文学研究
七五、
一
九七
八年、
『中国中世文学評論史』
前掲
に所
収）
。
(17)
渡退義浩
「揚雄
の
「劇秦芙新」
と賦の正統
化」
（『
漢学会誌』
五二
、二
0-
――
一年
）。
(18)
羅宗強
『玄学
与魏晉士人心態』
（浙江人
民出版社、
一九
九一
年）
．孔
繁
『魏晉玄学和文学
』
（中国社会科学出版社
、
一九
八
七年
）
は、
とも
に鵜
鶉賦
の趣旨は郭
象の
『荘子注』
の見
解に
一致
するという
。
これ
に対し
て
、
佐竹保子
「張華
の文
学に見
られる
『老子』
の影
」
（『
日本中国学会報』
四九、
一
九九七年、
『西晋
文学論』
汲古書院、
二00二
年に
所収）
は、
その
論旨
の
骨格は、
『老
子』
の主張に沿
って
いる
とする。
郭象注と
一致
す
ると言
うことは
できな
いが、
すべ
てを
『老子』
との
関わ
りで
説明
する
こ
とも
難し
い。
(19)
何晏
が始めた玄
学が儒教
の規
制下に
あるこ
とは
、
渡退義浩
「浮き草
の貴公子
何晏」
（『
大久保隆郎教授退官記念
漢意
とは
何か』
東方書店
、
二0
0一年
、
『三
国政権
の構造と
「名
士」』
前掲に
所収）
を参照。
(20)
伊弦事之
可築、
固聖賢之所欽
。
課 虚
無以責有
、
叩寂寛而求
昔（
『文選』
巻十七
論文
陸士衡
文賦）
。
(21)
渡邊義浩
「郭象
の
『荘子注』
と貴族
制魏ー
晉期
にお
ける玄
学の
展開と君
主権力」
（『
六朝学術学
会報』
一三
、
二0
―
二年
）
を参照
。
． 
(22)
詩縁惜
而綺靡
、
賦證物而
劉亮゜
碑披文以
相質、
誅纏綿而悽
． 
愴。
銘博約而温潤
、
蔵頓挫而清牡
。
頌優遊
以彬蔚、
論精微而
朗暢゜
奏平徹以
閑雅、
説燐嘩而讀班
（『
文選』
巻十七
論文
陸
士衡
文賦）
。
(23)
注
（七）
所掲高橋
論文は、
陸機
が新しく加えた
「歳」
「頌」
の二体
は、
張華
の
「女史簸」
や陸機
の
「漢高祖
功臣
の頌
」
など、
彼自
身や周辺
の文学
者のその
ジャ
ンル
における
秀れた成
果の
事実が
ある
、
とする
。
ここ
にも
、
張華
の影
響が
見
られる
ので
ある
。
(25) 
(24)
蓋奏
・
議宜雅、
書・
論宜理、
銘．誅
尚賓、
詩・賦
欲麓
（『
文
選』
巻五十二
論
魏文帝
典論論文）
。
(25)
詩者志
之所之也
。
在心為志、
登言為詩
。
情動於中、
而形於
言。
言之
不足、
故嵯歎之。
嵯歎之
不足
、
故永歌之。
永歌之
不
足、
不知手
舞之、
足之踏之也
（『
毛詩
注疏』
巻一
周南閣誰
詰訓博）
。
(26)
注
（七）
所掲高橋
論文は、
陸機
が文の製
作過程そ
のものに
反省
の光
をあてた
こ
と自
体
がすでに画
期的な
ことで
あった
、
と評
している
。
゜
(27)
其為物也
多姿、
其為
髄也屡遷
。
其會
意也尚巧
、
其遣言也貴
00 妍聟
昔整之迭代
、
若 日
倒之相宣゜
雖逝止之
無常、
固崎銃而
00 
難便、
荀達愛而
識次、
猶開
流以納泉。
如失機
而後會、
恒操末
゜
以綬顛、
謬玄黄之
秩叙、
故澳詔而不鮮
（『
文選』
巻十七
論文
陸土衡
文賦）
。
(28)
三統暦に完
成す
る音律が暦を
支える律
暦思想
とそ
の崩壊に
つい
ては、
堀池信夫
『漢魏思想史研
究』
（明治書院、
一九
八八
年）
を参照
。
(29)
後漢
におけ
る律
暦思想
の崩壊を
描いた
『続漢書』
律暦志
に
関しては
、
渡退義浩
・
小林春樹
『全繹後漢書』
志(
-)
律
暦
（汲古書院、
二0
0四
年）
がある
。
(30)
永明時代
の
「文学」
につ
いて
は、
網祐次
『中国中世文学研
究
ー
南斉永明時代
を中心
として
』
（新樹社、
一九
六0年
）
を参
照。
(31)
普辟條典文律、
良余鷹之所服。
練世偕之
常尤、
識前
修之所
淑゜
雖溶稜於巧心、
或受軟於拙目
。
彼瑣敷
奥玉藻
、
若中原之
有寂。
①
同棄篇之
岡窮、
興天地
乎並育
。
雖紛露於此世
、
嵯不
盈於予
掬。
患撃瓶之屡空、
②
病昌言之難属
。
故賭綽於短垣、
放庸
音以足曲。
恒遺恨以終篇
、
山＿豆懐盈而自足。
憚蒙塵於叩缶、
顧取笑乎鳴宝
（『
文選』
巻十七
論文
陸士衡
文賦）
。
(32)
『老
子』
第五章に、
「天地
の間は、
其れ猶
ほ素
篇のごとき
か。
虚うし
て屈
きず、
動い
て
愈こ
出
づ
（天
地之聞
、
其猶棄筒
。
虚
而不屈、
動而愈出
）」
とある
。
(33)
情登於
整、
整成文。
謂之昔。
治世之昔、
安以築。
其政和。
胤世之昔
、
怨以怒。
其政乖。
亡國
之昔、
哀以思。
其民困
。
故
正得
失、
動天地、
感鬼紳、
莫近
於詩。
先王以是
経夫婦
、
成孝
敬、
厚人倫、
美教化、
移風
易俗。
故詩有六義焉。
一日
風、
ニ
日賦
、
三日
比、
四日典
、
五日
雅、
六日頌
。
上以風
化下
、
下以
風刺上
主文而
誦諌
、
言之者無罪
、
聞之者
足以戒
。
故日風
（『
毛詩注疏』
巻一
周南閣雅詰訓脩）
。
(34)
田中和夫
「詩
の興に
ついて
」
（『
早稲
田大学大学院文学研究
科紀要』
別冊
一、
一
九七五年
、
『毛
詩正
義研究』
白帝社
、
―1
00三年に所
収）
。
(35)
伊絃
文之為用
、
固衆理之所因
。
恢萬里
而無閲、
通億
載而為
禅。
俯胎則於来薬、
仰観象乎古人
。
涜文武於賂墜、
宣風
贅於
不涙。
塗無
遠而不
禰、
理無微而弗綸。
配需潤於
雲雨、
象雙化
乎鬼紳。
被金
石而徳廣、
流管絃而日新
（『
文選』
巻十七
論文
陸士衡
文賦）
。
(36)
王粛
の
「理」
について
は、
渡退義浩
「王粛
の祭天思想」
（『
中
(26) 
国文化
ー研究と
教育』
六六、
二0
0八
年、
西晉
「儒教
国家」
と
貴族制』
汲古書院、
二0
1
0年に
所収）
を参照
。（早稲
田大学
）
(27) 
